
運動麻痺に対する
磁気刺激治療研究班

rTMS (反復性経頭蓋磁気刺激)治療とは、コ
イルを用いて、頭の外側から大脳局所を磁気刺
激し 渦電流を利用する治療法です。 患者さん
は安静にしているだけで、痛みや苦痛をほとん
ど伴うことはありません。 rTMS治療は、障害
により生じた脳機能のアンバランスを修正する
ものであり、『健常な大脳組織を刺激したり、障
害を受けた脳を刺激したり、患者さんによって
磁気刺激を打ち分けながら、障害をうけた脳の
機能が活発に起きるようにする』治療です。
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これは、新しい概念である『ニューロ・リ
ハビリテーション」の概念に基づき、脳の
もつ回復力を最大限に引き出そうとする
治療法』として、世界的にも非常に注目
され確固たる治療法となっています。特
に、当講座でおこなっている「NEURO」
とは、世界的に先駆けてrTMSとこれら
集中的リハビリテーションを同時に行う
こと治療法を臨床化して体系化したもの
で、当講座の関連病院にておこなってお
ります。本研究班では今後も脳卒中後遺
症による運動麻痺に対するrTMS治療を
中心に、運動麻痺に対する治療の研究を
おこなっていきます。

⚫ 脳卒中後の上肢および下肢運動麻痺に対するrTMS治療
⚫ 脳卒中後の上下肢痙縮に対するrTMS治療
⚫ 痙縮に対するボツリヌス療法とrTMSの併用治療
⚫ 脳卒中後重度上肢麻痺に対するrPMS治療
⚫ rTMS刺激中の麻痺側運動による治療
⚫ 体外衝撃波装置を用いた痙縮治療
⚫ rTMS治療と併用する運動療法の研究
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